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第

３

９

９

施

設

中

隊

訓

練

検

閲 

第３９９施設中隊受閲準備完了 

施設分隊による障害処理 ９２式地雷原処理車 

山崎 士長 永井 ２曹 田中 ２曹 

第
12
施
設
群
（群
長
・
末
継
１
佐
）
は
令
和
２
年
９
月
１
日
（
火
）
～
６
日
（
日
）
の
間
第
３
９
９
施
設
中
隊(

中
隊
長
・
伊
部
１
尉)

に
対
し
、
「攻
撃
支
援
に

任
ず
る
施
設
中
隊
の
行
動
」
に
つ
い
て
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。
本
検
閲
は
、
上
富
良
野
演
習
場
に
お
い
て
北
部
方
面
隊
総
合
戦
闘
力
演
習
の
一
部

と
し
て
行
わ
れ
た
。
１
日(

火)

訓
練
開
始
に
先
立
ち
隊
容
検
査
を
実
施
、
統
裁
官
（
群
長
）
は
訓
示
に
お
い
て
「い
か
な
る
任
務
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
尽
く
し
任
務
を
完
遂
せ
よ
。
」「基
本
基
礎
を
徹
底
し
、
損
耗
の
局
限
に
努
め
よ
」の
２
点
を
要
望
し
た
。
状
況
開
始
後
、
第
３
９
９
施
設
中
隊
は
、
第

１
８
普
通
科
連
隊
と
協
同
戦
闘
予
行
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
火
力
調
整
会
議
に
お
い
て
小
隊
長
（香
田
３
尉
）
に
よ
り
、
施
設
的
見
地
か
ら
の
積
極

的
な
意
見
提
供
が
行
わ
れ
、
攻
撃
支
援
任
務
の
万
全
を
期
し
た
。
攻
撃
戦
闘
間
は
、
敵
陣
前
の
地
雷
原
に
９
２
式
地
雷
原
処
理
車
を
用
い
て
戦
車
用

の
通
路
を
開
設
し
、
第
１
８
普
通
科
連
隊
の
突
撃
を
成
功
さ
せ
、
攻
撃
支
援
任
務
を
完
遂
し
た
。
群
は
引
続
き
、
普
通
科
連
隊
等
と
の
協
同
訓
練
を 

協同戦闘予行において障害処理
を援護する１６式機動戦闘車 

火力調整会議 

通
じ
て
諸
職
種
協
同
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
行
く
。 



第

３

９

８

施

絶

中

隊 

方面被拘束者収容所の構築 

Ⅸ型による掩体掘削 指揮所用掩体 

副師団長執務室の構築 

幕僚長執務室の構築 
師団長執務室の室内 

第

４

０

０

施

絶

中

隊 

第
４
０
０
中
隊
（
筒
井
１
尉
）
は
、
令
和
２
年
８
月

26
日
（
水
）
～
９
月
10
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
「
北

部
方
面
隊
総
合
戦
闘
力
演
習
」
に
参
加
し
、
北
大
演

東
千
歳
地
区
市
街
地
訓
練
場
、
帯
広
訓
練
場
、
近
文

台
演
習
場
と
広
範
囲
に
わ
た
り
展
開
し
、
北
部
方
面

後
方
支
援
隊
本
部
、
３
コ
全
般
支
援
大
隊
及
び
北
部

方
面
輸
送
隊
に
対
し
被
拘
束
者
収
容
所
、
指
揮
所
用

掩
体
（
20
個
）
の
構
築
時
に
お
け
る
人
力
及
び
機
力 

第
３
９
８
施
設
中
隊
（
勝
間
１
尉
）
は
令
和
２
年

８
月
23
日
（
日
）
～
９
月
10
日
（
木
）
ま
で
の
間

「
北
部
方
面
隊
総
合
戦
闘
力
演
習
」
に
参
加
し
、

第
14
施
設
群
に
配
属
さ
れ
、
北
大
演
島
松
地
区
（

ウ
ナ
ギ
の
寝
床
）
に
お
い
て
当
初
、
第
２
師
団
の

師
長
執
務
室
及
び
副
師
団
長
執
務
室
、
幕
僚
長
執

務
室
と
な
る
地
上
設
置
型
簡
易
掩
蓋
掩
壕
を
構
築

し
た
。
じ
後
、
対
舟
艇
対
戦
車
隊
に
対
し
、
96
式

多
目
的
誘
導
弾
シ
ス
テ
ム
の
射
撃
陣
地
を
構
築
し

て
被
支
援
部
隊
の
要
求
に
合
致
し
た
場
所
の
選
定

、
掘
開
要
領
、
偽
装
及
び
室
内
の
設
備
の
細
部
ま

で
こ
だ
わ
り
を
持
ち
任
務
完
遂
し
た
。 

支
援
を
実
施
し
て
任
務
を
完
遂
し
た
。 



岩
見
沢
募
集
相
談
員 

睦
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小
川 

久
夫 

様 

 
 
 

岩見沢駐屯地（司令 末継１佐）は、10月13
日（火）・14日（水）駐屯地において「令和２年
度岩見沢駐屯地感謝状贈呈式」を実施した。 
本行事は、岩見沢駐屯地創立67周年及び第
12施設群創隊45周年記念にあたり実施した
もので、日頃から駐屯地に協力援助いただ
いている部外協力団体及び企業等に対して
、感謝状と副賞を贈呈するとともに、司令か
ら受賞者に対し感謝の意を伝えた。今後も駐
屯地に対する理解と信頼を深めるとともに、
各協力団体等との連携を図っていく。 

令和２年度岩見沢駐屯地感謝状贈呈式 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岩
見
沢
支
部
は
初
秋
の
暖
か
さ
の
あ
る
９
月
12
日
（
日
）
９
時
よ

り
、
岩
見
沢
神
社
境
内
に
て
祀
ら
れ
て
る
旧
日
本
海
軍
の
鍼
鎮

魂
の
碑
「
錨
」
と
「
忠
魂
碑
」
の
清
掃
と
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。
本

鎮
魂
の
碑
「
錨
」
は
、
岩
見
沢
市
に
居
住
す
る
海
上
自
衛
Ｏ
Ｂ
の

団
体
で
あ
る
「
岩
見
沢
海
友
会
」
が
平
成
３
年
か
ら
毎
年
、
清
掃

活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
高
齢
化
な
ど
で
活
動
で
き
な
く

な
っ
た
為
、
支
部
が
平
成
27
年
よ
り
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ

の
「
錨
」
は
旧
海
軍
軍
艦
の
錨
で
海
自
大
湊
基
地
に
保
存
さ
れ
て

い
た
が
、
海
友
会
の
記
念
事
業
と
し
て
、
平
成
３
年
８
月
に
当
神

社
に
鎮
魂
の
碑
と
し
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。
隣
接
し
て
建

立
さ
れ
て
い
る
「
忠
魂
碑
」
（
日
露
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で

の
英
霊
を
顕
彰
し
て
い
る
碑
）
に
つ
い
て
清
掃
と
参
拝
を
実
施
し

て
神
社
で
の
活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。
本
活
動
は
藤
原
支
部
長
、 

史料館見学 

長年にわたるご尽力誠にありがとうございます。 

９２式地雷原処理車見学 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
柳
副
支
部
長
、

開
藤
会
計
理
事
、

相
原
庶
務
理
事
、

木
村
隊
友
（
市

議
会
議
員
）
、
青

木
居
酒
屋
店
主

の
６
名
を
も
っ
て

汗
を
流
し
つ
つ

実
施
し
ま
し
た
。

活
動
し
た
時
間

は
約
30
分
強
の

時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
二
つ

の
碑
の
前
に
先

人
の
苦
労
に
思

い
を
は
せ
る
と

と
も
に
、
哀
悼
の

誠
を
捧
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た

. 
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札
幌
地
方
隊
友
会
岩
見
沢
支
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沢
神
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境
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へ
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参
拝
・
清
掃
等
を
実
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そして日頃は駐屯地において大変お世話になりありがとうございます。世界的にコロナ
ウイルスの感染が拡大する中、日本においても全国的には防衛省自衛隊の皆様が医
療・衛生支援あるいは輸送支援等で派遣任務に従事され国民のためにご活躍されたと
きいております。５月29日には、東京上空を航空自衛隊のブルーインパルスが医療従

事者の皆様に敬意と感謝を表すために飛行したとのニュースを見ました。青空をチーム
で力強く飛行する姿はコロナウイルスとの最前線で戦う医療従事者の方々のみならず
多くの国民に困難に立ち向かう勇気とと束の間かもしれませんが将来に対する夢や希
望を与えてくれたと思いました。私たちにも「頑張ろう！と思う気持ちと勇気」を与えてく
れました。岩見沢においても、駐屯地の各部隊の皆様は訓練の他、いつ起こるか分か
らない地震や最近増えている豪雨災害等に対する準備をして頂いてると思います。私
たちは岩見沢市民として、「岩見沢に自衛隊がある、駐屯地があるということ」を大変心
強くおもっており、何か災害があったら岩見沢の部隊・隊員さんが助けに来てくれるとい
う安心・安全の気持ちを持っています。駐屯地の入門を許可され保険という分野で活動
させて頂いてる私達にとっては迷彩服の隊員さんを見ると大変頼もしく感じます。隊員
の皆様の中には岩見沢市民としてスポーツ関係の組織や町内会等で地域の為ご活躍
されている方も多数いると聞いていますが、隊員お一人お一人のこのような活動も市民
にとっては自衛隊や自衛官のみなさんの大きな信頼に繋がっていると思います。コロナ
ウイルスへの感染予防と並行して、厳しい訓練や体力練成等を行っていくのは大変なこ
とと思いますが、日本の為、北海道岩見沢の為にも頑張って頂きたいと思っています。
私たちも防衛省共済組合団体保険の幹事会社の職員として、隊員お１人お１人の考え
やご家族の状況等の特性に応じて、保険という分野で「国を守る防衛省自衛隊、部隊・
隊員・隊員家族を守る日本生命」という意識をもって、皆さんの安心と幸せのお手伝い
をしていきたいと思っていますので今後とも宜しくお願いします。岩見沢駐屯地の益々
のご発展と駐屯地部隊 ・隊員の皆様のご活躍をお祈 り申し上げます 。 

 

 

 

いつもお世話になりありがとうございます。私は、平成６年より富国
生命営業職員として岩見沢駐屯地を担当させて頂いております。そ
の当時私はまだ30代でよりお役に立てるようにと自分なりに一生懸

命頑張っているなか、駐屯地皆様の明るく優しい対応に、元気を頂く
とともに気持ちの部分で助けて頂きました。衷心から感謝しておりま
す。これまで多くの駐屯地の皆様とお知り合いなれた中で、特に印象
に残っていることがあります。平成７年当時、ある２尉のお方との中
で「小川さん、沖縄に米軍基地は何で必要だと思う？何の為にあると
思う？」って聞かれ、国防に関する見識の深さに感銘し今でも意味深
く覚えております。有事の際は、自分のこと、家族のことを後回しにし
て国民のために国内外を問わず尽力する自衛隊の存在があってこ
そ今の日本の平和と安全を保障しているとおもいます。一国民として
皆様に対し誇りと感謝の気持ちで一杯です。富国生命は、富国徴兵
保険相互会社として大正12年に創業した会社ですが戦後の33年間

にわたり靖国神社内にある「遊就館（軍事資料館）」を本社社屋（九
段本社）として使用していました。旧日本陸海軍・自衛隊関係者から
長くご愛顧され深い関係にあります。私は岩見沢駐屯地を担当させ
て頂けることに感謝し、これからも皆様の安心と信頼をお届するため
に、微力ではありますが26年間培った知識と経験を活かし頑張って
まいります。最後になりますが、皆様のご活躍とご健勝を心より祈念 

 
 

隊 友 会 だ よ り 

広報紙「いわみざわ」スポンサー 
     富国生命岩見沢営業所  
         小川 惠子（右） 
         竹林 千亜紀（左）  
 

 

                        広報紙「いわみざわ」スポンサー 
                             日本生命岩見沢営業部 
                                   土居 恵（右） 
                                   本田波留菜（左） 

岩見沢駐屯地の皆様へ 

「私たちの誇り 岩見沢自衛隊」 

申し上げます。 

皆様、毎日の訓練・演習お疲れさまです。 



省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3000円 （５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 北市 宗三 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 
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岩見沢駐屯地ホームページ 
 

 昭和２８年から現在までの歴史や広報紙、部隊の訓練やイベント情
報などを随時更新しています！ 

ぜひ、ご覧ください！ 

岩見沢駐屯地 検索 

岩見沢駐屯地
ホームページ 

 

 昭和２８年から現在までの歴史や広報
紙、部隊の訓練やイベント情報などを随

時更新しています！ 

ぜひ、ご覧ください！ 岩見沢駐
屯地 検索 

松 浦  淳 一 

QRコード 
あります 



４００施中 内倉士長 
妻 綾香（あやか）さん 
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（
以
上
、
10
月
１
日
付
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業務隊 近藤２曹 

二女 美月（ミズキ）ちゃん 
Ｒ２．９．４生 

第６期中級陸曹課程期 
第３９９施中 高沢２曹 

 
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
岩

見
沢
地
域
事
務
所
に
臨
時
勤
務 

 

自衛隊札幌地方協力本部長から
褒賞状受賞 

第１３７期２次陸曹候補生課程 
第３０２坑中 川邊士長 

 

修業成績優秀者 

 
本部管理中隊 佐藤士長 

（R２・７・６～１０） 
 


